
１　科目名 発達と保育 ２　履修学年 第３学年

３　必修・選択 必修選択 ４　履修単位 2単位

５　教科書

６　副教材等

７　学習目標

月 学　習　単　元

4
子供の発達の特性

5
子供の発達の特性

6 子どもの発達の過程

7 子どもの生活

9 子どもの生活

10 こどもの保育

11 こどもの保育

12 子どもの福祉

1 子どもの福祉

2

3

年　　間　　授　　業　　計　　画

人間の発達に関心を持ち 乳幼児期が 人間の発達の 基礎を 培う 時期
であることを理解する
 乳幼児期は親を中心とした 身近な人との関わりにより心が安定し考え
方感じ方行動の仕方などが発達していくことを理解する

乳幼児の発達の特徴理解し 乳幼児の生活と保育などに関する 知識と技術を習得
乳幼児の健全な成長に関心を持ち乳幼児に関わる意欲や能力実践的な態度を身につける

８　年間授業計画

学　習　事　項　等

児童観発達観は時代背景などにより変化していくことを理解する
子どもの人権が保障されるようになった経緯を理解する

基本的な生活習慣を身につけるためには家族や保育者の援助が必要
なことを学ぶ。社会的生活習慣は 社会のルールや人との関わりの中で
身に付いていくことを理解する。日常の健康状態の観察など乳幼児の
健康守るための保育者の役割を理解する。

こどもの発達と保育（実教出版)

保育の目標は適切に養護しながら教育的に関わることであり 子供自身
の成長 発達を援助養護することであることを理解する
家庭保育と集団保育のそれぞれの特徴や役割を学び子どもの成長発
達に両方が必要であることを理解する

精神発達のためには外界からの刺激特に 保育者からの働きかけと意
欲を高める環境づくりが大切であることを理解する
精神発達の特徴学び乳幼児期が人格形成上重要な時期であることを
理解する

乳幼児の生活の特徴学び健康を保持増進し順調な成長を促す上で発
育発達に応じた養護が必要なことを 理解する
乳幼児は遊びを通して発育発達することを理解し保育者が発達に合わ
せて遊びを働きかけることの 大切さを学ぶ

１０　学習上の留意点

学期毎に考査を行う
授業中の学習意欲、小テスト、出欠状況、提出物、忘れ物等　総合的に判断し評価する。

幼稚園と保育所認定こども園について学び集団保育の課題について理
解する
保育者は乳幼児の発達過程を見通し活動の場面や個々の乳幼児に応
じてさまざまな役割を果たす必要があることを理解する

児童福祉の理念や法律制度について学び単に保育するのみではなく時
代を担う児童の健全育成を 目的としていることを理解する
児童相談所などの児童福祉機関や施設の種類と目的を学び児童と家
庭に対する社会的援助についての理解する

児童を取り巻く環境の変化や子育て支援の現状を知り 子育て家庭に対
する社会的支援を充実させる必要があることを理解する
子育て支援の課題と展望を考える

実習、実験、実物教材や視聴覚教材を用いて生徒の興味・関心を引き出す。

９　評価の観点・方法


